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物理学に限らず、物質を対象とする科学研究において適切な対象物質探索は重要な課題である。おおま

かな方針として、１）最適なモデル物質に対して様々な手法を用いて深く研究する、２）多様な化合物を広く

研究する、といったことがあげられよう。本講演では主として、後者の方針にしたがってこれまで行ってきた

研究内容をいくつか紹介するとともに磁性体研究におけるモデル物質探索の重要性を伝えたい。 

 

【ダイヤモンド鎖】 

 ダイヤモンド鎖モデルは、スピンフラストレートした一次元量子スピン磁性体の代表的な理論モデルであ

る。ここでダイヤモンド鎖とは、菱形(ダイヤモンド形）が頂点共有して一次元に配列したスピンモデルで、各

頂点に位置するスピン間に交換相互作用が働く。理論研究により、磁場を印加しても磁化が飽和磁化の

1/3（加えてある条件下では 2/3）の値を保ち続ける磁場域が存在する磁化プラトーが予想されており、実

験的検証が待たれていた。適切なモデル化合物を探索したところ、日本画の顔料などにも用いられている

天然鉱物の藍銅鉱( Cu3(CO3)2(OH)2)がダイヤモンド鎖モデル化合物として適切である事を見いだし、鉱物

試料を用いた磁化測定により 1/3 磁化プラトーを実験的に実証した。その後の研究進展や微視的手法に

よる知見についても紹介したい。 

 

【フラストレート磁性体】 

 三角格子やカゴメ格子磁性体といったスピンフラストレートモデルも理論先行することが多く、良いモデル

化合物探索が重要となっている。藍銅鉱の例からもわかるように、結晶構造のみ決定されていて物性は分

からない天然鉱物が多数存在する。フラストレートモデルの現実物質を探索するために鉱物の結晶構造を

広く調べ、興味深そうな化合物の研究を行った。一例をあげると、擬孔雀石(Cu5(PO4)2(OH)4)という鉱物中

の Cu2+イオン(S=1/2)が bc 面内で五角形と三角形からなるスピン格子を組んでいることを見いだした。新し

いフラストレートスピン格子となっているのではないかとかんがえ、鉱物試料を用いて磁化測定を行ったとこ

ろ 1/5及び 3/5磁化プラトーを見いだした。関連物質の研究結果についても報告する予定である。 

 このように、物質探索において天然鉱物は案外役に立つと考える。 
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